実習課題40

～わかりやすい道路標識～

年
組
番
氏名




目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい）

	「町で見かけた変わった看板・標識」という投稿写真を掲載している雑誌がある。せっかく看板を設けても、相手に正確に内容が伝えられなければ意味がない。そこで、
（1） 情報を伝達するには、意味が理解できること

（2） 情報を伝達するには、意味を誤解されないこと
という視点から、わかりやすい看板・道路標識というのはどのようなものか考えてみよう。


はじめに
高速道路を走行していると様々な案内標識を見かける。運転している人はその案内標識を見て、次のインターチェンジで降りるべきかどうか、あるいは次のサービスエリアによるかどうか判断をしなければならない。もし、この案内標識がわかりにくいものだったらどうなるだろうか。時速１００km で走行している自動車は、運転手が判断に迷っている間に、インターチェンジを通り過ぎてしまうだろう。

次の例を見て、どこが不親切なのかを考え、どのように変更したら誤解のないように相手に伝わるかを考えてみよう。

看板の例　kanban_teiji.htm
道路標識の例　douro_teiji.htm
実習方法
1. はじめにで示されたＷｅｂページを見て、何がわかりにくく、誤解を招きやすいのかをまとめ、改善策について考えなさい。

2. 余った時間で、次回の授業の計画を立てなさい。次回の内容については4.以降を参照しなさい。
3. 国土交通省のホームページから道路標識についてのページを探し出し、道路標識の変遷について調べなさい。
4. 次回の授業では、身近な情報伝達手段から、情報が正しく伝わらない例を探し出し、改善案について考え、発表を行う。
5. 以下のような情報伝達手段から情報が正しく伝わらなかったり、誤解されて伝わってしまう例を探しだし（Ｗｅｂで発表することをふまえ、できれば写真撮影・録音・録画をする）その改善策について考える。
（1） ＴＶ、ラジオ放送
（2） 看板
（3） 道路標識
（4） 駅の案内標示、アナウンス
（5） 案内図
（6） パンフレット
（7） Ｗｅｂページ
6. 取材先や役割分担については各班で相談し、必要な項目を下記に記入すること。

7. 各班で取材してきたものについて、改善案を添え、Ｗｅｂページにまとめなさい。なお、このＷｅｂページについては外部には発信しません。
次回の準備
実習
分りやすい道路標識、看板にするには

1. 取材先候補

	地名、場所など
	対象となるもの（標識、看板、案内図、Webページ）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


2. 係り分担

	係り
	氏名
	係り
	氏名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


3. 必要な器材

	器材
	用意する人
	借りる先（個人所有、学校）

	
	
	

	
	
	


提出物
改善案をまとめたＷｅｂページ。
報告書
1. 例で示された看板および道路標識について、誤解をまねきやすい点を簡単にまとめなさい。
	


2. 例で示された看板および道路標識について誤解をまねかないように改善する方法を述べなさい。
	


確認テスト
問題

２０世紀最大の発見といわれる「DNAの二重らせん構造」についてのワトソン・クリックの論文は、1953年４月25日発行の『ネイチャー』に22ぺージの論文として発表されました。論文としては短いものでしたが、彼らはこの簡潔で明瞭な論文によりノーベル賞を受賞しました。簡潔明瞭で、わかりやすい文章を書くためにはどのような工夫をしたらよいか考えましょう。

（1） 簡潔明瞭な文章作成のために気をつけることを述べよ。

〔あやふやな表現を避ける、一文は短く書く、指示語をつかわないなど〕

（2） わかりやすく伝えるための文章作成方法について述べよ。

〔平易な言葉を使う、難しい漢字や漢語表現は避ける。〕

（3） 簡潔明瞭・わかりやすく人に伝えるためには他にどのようなことに注意したらよいか答えなさい。

〔ポイントを明確にする。図や表を利用する。〕

問題

国土交通省では、毎年10月1日～7日を全国道路標識週間とし、標識ＢＯＸなどを設け、道路を利用する人々からの意見を募集し、わかりやすい道路標識の整備をしています。標識ＢＯＸとは、国土交通省の各地方整備局(工事事務所)又は各都道府県庁等の道路標識担当課等に設置してある意見箱のことで、国土交通省道路局のホームページの「標識ＢＯＸ」http://www.mlit.go.jp/road/index.htmlからアクセスすることもできる。

（1） 標識ＢＯＸでは好ましくない標識の例として標識が見えない、表示内容が間違っている、標識が壊れているなどがあげられているが、それ以外に知らせたほうがよいと思われる例をあげなさい。

〔方向の表示が実際の道路形状にあっていない、文字が小さく読みづらいなど〕

（2） 改善を要求する場合、何を一番詳しく書くべきか、述べなさい。

（3） 〔改善が必要な標識の具体的な場所と標識の状態〕

（4） 交差点で見かける交差点案内標識には、右左折や直進方法に向かう地名が表示されている。しかし、直進方向の地名は左側が遠方、右側が近くの地名をさしていることを知っている人はほとんどいない。左右の地名のうちどちらが近いか誰にでもわかるようにするためにはどんな工夫をしたらよいですか、意見を述べなさい。

〔遠い地名を標識の上（交差点表示から遠い位置）、近い地名を下にする〕

（5） [image: image1.png]


交差道路では右図のような道路番号を案内する標識が整備されている。これらの交差道路標識を国道では赤、主要地方道では緑、一般都道府県道では黄色の帯をつけ、順次整備中している。

①国道を赤、主要地方道を緑、一般都道府県道を黄色としたのは理由がある。なぜだとおもうか。〔道路マップで用いられる道路の色と合わせた〕

②道路標識全体についてこのようにすると見やすくなるという提案を、一つしなさい。

〔到着予想時刻の案内が電光掲示板で表示できる道路があるが、渋滞は赤、やや渋滞は黄、すいている場合は青で表示できるようにしたら視覚的にわかりやすい〕

（6） 道路標識がもつ役割を２つあげなさい。

〔移動の目印や方向などの情報伝達手段としての役割、目的地に迷わず到着する。〕

〔危険を知らせ、事故を未然に防ぐため〕

（7） 道路標識がもつ目的を踏まえて、道路標識はどのような形状や表現方法をとるべきか箇条書きで答えよ。

〔シンプルであること〕

〔目に入りやすい位置に設置されていること〕

〔目にとまりやすい配色になっていること〕

〔全国的に統一されていること〕

相互評価
1. 他の班のＷｅｂページを見て、そこに取り上げられている例を

（１）意味が解釈できない場合

（２）意味が２通り以上に解釈できる場合
のいずれかに分類しなさい。また、（２）の場合については、どのような解釈ができるかを、すべてあげなさい。
	


2. 各班のＷｅｂページをみて、次の観点から感想を述べ、総合評価を５段階でつけなさい。

(1) なぜ、正しく伝わらないか説明がうまくできていたか。

〔
〕

(2) 改善の趣旨はしっかりと示されていたか。

〔
〕

(3) 改善の結果、以前よりわかりやすくなっているか。

〔
〕

(4) 作成されたＷｅｂページの感想

〔
〕

(5) さらにここを改善したほうがよいという意見があれば書きなさい。

〔
〕

総合評価〔
〕

3. 他班のＷｅｂページを見た感想を述べ、最も改善がなされているとあなたが思った班の番号を記しなさい。
	



最優秀班〔
〕班

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）
	例で示された看板や道路標識のわかりにくい部分についてまとめることができた。
	

	例で示された看板や道路標識のわかりにくい部分について改善策をあげることができた。
	

	班での役割分担を相談して決めることができた。
	

	班での役割を、責任を持ってこなすことができた。
	

	情報がただしく伝わらない例を探し出すことができた。
	

	探し出した例について、改善策を提案することができた。
	

	作成されたＷｅｂページはわかりやすいものであった。
	

	どのような表現があいまいさを生み出すか指摘できた。
	

	正確に伝わらないことが、どのような影響を及ぼすか予想できた。
	

	情報発信にあたって、多用な解釈を防ぐように心がけようと思う。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	具体例を見て、どこが不適切か考えようとし、改善案を提案しようとしいる。
	観察から
	

	
	情報の発信にあたって、これからは多用な解釈を防ぐように工夫しようと思っている。
	自己評価から
	

	思考･判断
	どのような表現方法が曖昧な解釈を生じさせるか判断でき、その改善方法を提案できる。
	作品から
	

	
	物事を多角的に見つめ、多用な解釈を防ぐための工夫を考えつくことができる。
	作品から
	

	技能･表現
	情報が正確に伝わらないのは、どこが不適切であるからなのか指摘することができる。
	報告書から
	

	
	正確に情報を伝えるためにどこを改善したか、図や写真を利用して伝えることができる。
	相互評価から
	

	知識･理解
	伝達方法の的確さ、情報の正確さとは、異なる解釈をさせないことであることを理解している。
	報告書から
	

	
	情報が正確に伝わらないことが、社会にどのような影響を及ぼすか理解している。
	自己評価から
	


